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東
北
地
方
整
備
局
福
島
河

川
国
道
事
務
所
の
今
年
度
国

土
交
通
行
政
関
係
功
労
者
表

彰
で
、須
南
電
設
が
施
工
し

た「
福
島
管
内
電
気
等
設
備

維
持
補
修
工
事
」が
優
良
工

事
に
輝
い
た
。同
社
に
は
災

害
対
策
功
労
者
感
謝
状
も
贈

ら
れ
た
。こ
の
ほ
か
会
員
企

業
で
は
、旭
電
設
工
業
が
磐

城
国
道
事
務
所
事
故
防
止
対

策
委
員
会
の
今
年
度
安
全
管

理
優
良
工
事
に
選
ば
れ
た
。

福
島
河
川
国
道
事
務
所
の

優
良
工
事
表
彰
は
、同
事
務

所
発
注
の
令
和
３
年
度
完
成

工
事
の
う
ち
、工
事
成
績
が

優
秀
で
卓
越
し
た
技
術
や
創

意
工
夫
が
あ
っ
た
工
事
、困

難
な
条
件
を
克
服
し
た
工
事

な
ど
が
選
ば
れ
る
。

福
島
管
内
電
気
等
設
備
維

持
補
修
は
、同
事
務
所
管
内

の
維
持
管
理
工
事（
道
路
照

明
維
持
工
、電
源
設
備
工
、光

ケ
ー
ブ
ル
維
持
工
・
移
設
工

等
）。主
任
技
術
者
兼
現
場
代

理
人
は
寺
門
真
氏
が
務
め

た
。災
害
対
策
功
労
は
今
年

３
月
に
発
生
し
た
本
県
沖
地

震
で
の
２
次
災
害
の
予
防
、

復
旧
が
評
価
さ
れ
た
。

表
彰
式
は
７
月
26
日
、福

島
市
の
と
う
ほ
う
・
み
ん
な

の
文
化
セ
ン
タ
ー
で
行
わ

れ
、丸
山
和
基
福
島
河
川
国

道
事
務
所
長
が
渡
邊
康
之
須

南
電
設
社
長
、寺
門
氏
に
感

謝
状
、賞
状
を
授
与
し
た
。

旭
電
設
工
業
は
原
町
管
内

道
路
照
明
等
維
持
補
修
工
事

（
茂
木
弘
真
現
場
代
理
人
）で

の
事
故
防
止
に
向
け
た
工
夫

や
積
極
的
な
活
動
が
認
め
ら

れ
た
。い
わ
き
市
の
い
わ
き

産
業
創
造
館
で
７
月
28
日
に

開
か
れ
た
事
故
防
止
対
策
委

員
会
総
会
の
席
上
、表
彰
を

受
け
た
。

建
設
業
労
働
災
害
防
止
協

会（
建
災
防
）県
支
部
の
令
和

４
年
度
安
全
衛
生
表
彰
で
、

佐
藤
電
設
が
優
良
賞（
会
社
）

を
受
賞
し
、
７
月
28
日
に
福

島
市
の
エ
ル
テ
ィ
で
開
か
れ

た
第
54
回
県
建
設
業
労
働
災

害
防
止
大
会
で
、佐
藤
電
設

の
佐
々
木
邦
雄
常
務
取
締
役

に
表
彰
状
が
授
与
さ
れ
た
。

令
和
３
年
度
安
全
競
争
の
電

気
工
事
部
門
は
、高
柳
電
設

工
業
が
２
年
連
続
で
優
勝
し

た
。建

災
防
県
支
部
は
大
会
に

合
わ
せ
、労
働
災
害
防
止
な

ど
に
功
労
・
功
績
の
あ
っ
た

企
業
、個
人
等
に
対
し
て
支

部
長
表
彰
を
行
っ
て
い
る
。

今
年
度
は
１
社
７
事
業
場
24

人
、
安
全
競
争（
建
築
工
事
、

土
木
工
事
、管
工
事
、電
気
工

事
の
４
部
門
）で
延
べ
20
社

が
選
ば
れ
た
。

当
協
会
か
ら
大
槻
博
太
会

長
、永
井
博
、小
宅
武
両
副
会

長
、佐
藤
春
幸
会
津
支
部
長
、

野
内
忠
宏
専
務
理
事
が
出

席
。東
北
地
整
の
片
山
達
也

営
繕
部
設
備
技
術
対
策
官
、

福
島
伸
和
、宮
内
大
輔
両
同

部
整
備
課
長
補
佐
、齋
藤
清

見
企
画
部
情
報
通
信
技
術
課

長
、西
間
木
隆
夫
福
島
河
川

国
道
事
務
所
防
災
課
長
ら
、

県
空
衛
協
の
大
内
弘
之
会

長
、有
賀
行
秀
副
会
長
、根
本

剛
県
中
・
県
南
支
部
長
、鹿
目

寿
会
津
支
部
長
、糸
井
和
幸

相
双
支
部
長
と
懇
談
し
た
。

片
山
対
策
官
が「
現
在
の

状
況
や
意
見
を
聞
い
て
、今

後
の
円
滑
な
事
業
に
つ
な
げ

て
い
き
た
い
」と
あ
い
さ
つ
。

大
槻
会
長
は
コ
ロ
ナ
禍
で
急

速
に
進
ん
だ
建
設
業
に
お
け

る
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用
を

歓
迎
し
、今
後
の
進
展
に
期

待
し
た
。大
内
会
長
は
時
間

外
労
働
時
間
の
罰
則
付
き
上

限
規
制
適
用
や
脱
炭
素
社
会

へ
の
対
応
な
ど
新
た
な
課
題

に
対
し
て
、発
注
者
と
連
携

し
な
が
ら
取
り
組
む
考
え
を

示
し
た
。

両
団
体
か
ら
入
荷
が
困
難

な
機
器
等
と
し
て
給
湯
器
や

受
変
電
盤
、配
電
盤
等
が
挙

が
り
、資
材
等
の
価
格
高
騰

も
懸
念
材
料
と
し
て
出
さ
れ

た
。週
休
２
日
に
つ
い
て
は

若
者
の
入
職
促
進
に
必
要
と

す
る
意
見
が
あ
っ
た
。

東
北
地
整
は
直
轄
工
事
で

も
盤
関
係
製
品
の
入
荷
遅
れ

を
確
認
し
て
お
り
、価
格
高

騰
に
対
し
て
は
ス
ラ
イ
ド
条

項
の
活
用
を
求
め
た
。土
木

工
事
で
導
入
が
進
む
建
設

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム

活
用
工
事
は
営
繕
工
事
の
場

合
、受
注
者
希
望
型
を
基
本

と
し
、
シ
ス
テ
ム
の
普
及
状

況
に
応
じ
て
指
定
型
の
導
入

を
検
討
す
る
も
の
と
し
た
。

こ
の
ほ
か
、東
北
地
整
が

営
繕
工
事
の
働
き
方
改
革
関

連
施
策
や
電
信
通
信
工
事
の

入
札
制
度
・
積
算
基
準
等
を

説
明
し
た
。発
注
者
指
定
型

の
週
休
２
日
促
進
工
事
は
新

築
だ
け
で
な
く
、今
年
度
か

ら
大
規
模
改
修
で
も
原
則
適

用
す
る
。Ｂ
Ｉ
Ｍ
に
つ
い
て

は
Ｅ
Ｉ
Ｒ（
発
注
者
情
報
要

件
）の
試
案
を
活
用
し
た
設

計
Ｂ
Ｉ
Ｍ
、施
工
Ｂ
Ｉ
Ｍ
の

試
行
を
今
年
度
に
予
定
し
て

い
る
。

電
気
工
事
部
門
は
こ
の
ほ

か
、準
優
勝
に
嵐
電
気
工
事
、

第
１
位
に
大
槻
電
設
工
業
、

第
２
位
に
三
浦
電
気
工
事
、

第
３
位
に
光
洋
電
設
が
入
っ

た
。大

会
は
令
和
２
、３
年
度
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
で
中
止
し
て
お

り
、
３
年
ぶ
り
の
開
催
。
表

彰
受
賞
者
、建
設
関
係
団
体

代
表
ら
１
２
０
人
が
出
席
し

た
。長
谷
川
浩
一
建
災
防
県

支
部
長
が
あ
い
さ
つ
、田
中

曉
雄
福
島
労
働
局
健
康
安
全

課
長
、益
子
公
司
県
土
木
部

技
監
が
祝
辞
を
述
べ
、安
全

活
動
の
一
層
の
徹
底
を
求
め

た
。①

死
亡
災
害
を
全
産
業
の

20
％
以
内
に
減
少
②
リ
ス
ク

ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
確
実
な
実

施
の
推
進
③
建
設
業
労
働
安

全
衛
生
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス

テ
ム
導
入
の
推
進
④
墜
落
・

転
落
災
害
、
建
設
機
械
・
ク

レ
ー
ン
災
害
、崩
壊
・
倒
壊
災

害
な
ど
３
大
災
害
の
絶
滅
に

努
め
る
⑤
総
合
工
事
業
者
・

専
門
工
事
業
者
に
よ
る
自
主

的
安
全
衛
生
管
理
活
動
の
推

進
⑥
自
然
災
害
か
ら
の
復

旧
・
復
興
工
事
で
安
全
衛
生

に
関
す
る
専
門
家
に
よ
る
教

育
・
相
談
等
の
推
進
―
を
重

点
と
す
る
安
全
の
誓
い
を
採

択
し
、労
働
災
害
の
減
少
と

死
亡
災
害
の
撲
滅
を
目
指
し

て
、関
係
者
が
一
丸
と
な
っ

て
安
全
で
快
適
な
職
場
環
境

の
形
成
に
努
め
る
も
の
と
し

た
。

東
北
地
方
整
備
局
営
繕
部
と
当
協
会
、県
空
調
衛
生
工
事
業
協
会
と
の
意
見
交
換
会
が

６
月
15
日
、
オ
ン
ラ
イ
ン
方
式
で
行
わ
れ
、県
内
設
備
業
界
の
受
注
環
境
や
働
き
方
改
革

の
取
り
組
み
状
況
に
つ
い
て
情
報
を
共
有
し
た
。両
団
体
は
一
部
の
機
器
類
や
資
材
の
入

荷
見
通
し
が
立
た
ず
苦
慮
す
る
現
状
を
報
告
。週
休
２
日
制
に
つ
い
て
は「
建
築
ゼ
ネ
コ
ン

次
第
」と
建
築
設
備
工
事
に
お
け
る
導
入
の
難
し
さ
を
訴
え
た
。

大 槻 博 太
（一社）福島県電設業協会

E-mail : info@fukudensetsukyo.or.jp

意
見
交
換
す
る
大
槻
会
長（
左
）ら

東北地整営繕部東北地整営繕部
県空衛協と懇談県空衛協と懇談

「
資
材
確
保
」
苦
労
伝
え
る

「
資
材
確
保
」
苦
労
伝
え
る

週
休
２
日
導
入
の
難
し
さ
も

表
彰
を
受
け
る
佐
々
木
常
務（
上
写
真
左
）と

増
田
穂
積
高
柳
電
設
工
業
取
締
役
副
会
長

建災防表彰

佐
藤
電
設
が
優
良
賞
受
賞

佐
藤
電
設
が
優
良
賞
受
賞

安
全
競
争

安
全
競
争

電
気
部
門

電
気
部
門　

高
柳
が
２
年
連
続
優
勝

高
柳
が
２
年
連
続
優
勝

須南電設に優良工事
地整福島所長表彰

旭電設は磐城国道事故防表彰

丸
山
所
長（
右
）か
ら
感
謝
状

を
受
け
る
渡
邊
社
長
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Engineering & Engineer LINK

支店／仙台 営業所／いわき・福島・県南 出張所／南相馬
https://www.ninotec.co.jp/

人と環境を明日へつなぐ、
ニノテックのシステムエンジニアリンク

〒963-8071　郡山市富久山町久保田字太郎殿前47番
　                                              久保田共栄ビル
                 ＴＥＬ 024-941-5030  ＦＡＸ 024-941-5035

　

当
協
会
技
術
・
安
全
委
員

会
は
６
月
29
日
、矢
吹
町
で

「
県
立
こ
こ
ろ
の
医
療
セ
ン

タ
ー
（
仮
称
）」新
築
工
事
の

現
場
研
修
会
＝
写
真
＝
を
開

い
た
。会
員
企
業
の
技
術
者

ら
40
人
が
県
発
注
大
規
模
建

築
工
事
の
施
工
管
理
等
を
見

学
し
た
ほ
か
、同
現
場
で
導

入
し
て
い
る
Ｂ
Ｉ
Ｍ
を
活
用

し
て
課
題
を
前
倒
し
で
解
決

す
る
取
り
組
み
を
学
ん
だ
。

　

県
立
矢
吹
病
院
の
建
替
工

事
で
、新
病
院
は
Ｓ
造
４
階

地
下
１
階
建
て
延
べ
１
万
３

７
６
０
・
55
平
方
㍍（
１
４
８

床
）。電
気
設
備
工
事
は
①
電

力
設
備（
受
変
電
、非
常
用
発

電
機
、太
陽
光
発
電
等
）②
通

信
設
備
③
防
犯
・
防
災
設
備

な
ど
。設
計
・
監
理
は
久
米
設

計
。建
築
は
戸
田
・
佐
藤
工
業

特
定
Ｊ
Ｖ
、機
械
設
備
は
山

田
・
セ
コ
ム
エ
ン
ジ
特
定
Ｊ

Ｖ
、電
気
設
備
は
車
田
電
気
・

高
柳
電
設
特
定
Ｊ
Ｖ
が
施

工
。８
月
完
成
を
予
定
し
て

い
る
。引
き
続
き
現
施
設
解

体
と
外
構
整
備
が
行
わ
れ
、

全
体
完
了
は
令
和
６
年
３

月
。

　

研
修
会
は
２
班
に
分
け
、

午
前
に
第
１
班
、午
後
に
第

２
班
が
見
学
し
た
。松
﨑
則

行
技
術
・
安
全
委
員
長
が「
Ｂ

Ｉ
Ｍ
の
活
用
を
知
る
こ
と
で

今
後
実
施
す
る
工
事
の
参
考

に
な
る
」、五
十
嵐
浩
一
県
土

木
部
営
繕
課
主
幹（
大
規
模

営
繕
監
理
担
当
）が「
医
療
観

察
法
に
基
づ
い
て
整
備
さ
れ

る
本
県
初
の
施
設
。受
変
電

設
備
や
太
陽
光
発
電
機
、病

院
の
設
備
な
ど
を
よ
く
見
て

ほ
し
い
」と
あ
い
さ
つ
。三
瓶

聖
同
課
主
任
主
査
ら
が
工
事

概
要
、戸
田
・
佐
藤
工
業
特
定

Ｊ
Ｖ
の
萩
原
貴
之
作
業
所
長

が
Ｂ
Ｉ
Ｍ
の
活
用
事
例
を
説

明
し
た
。

　

参
加
者
は
車
田
電
気
・
高

柳
電
設
特
定
Ｊ
Ｖ
の
遠
藤
良

輔
現
場
代
理
人（
高
柳
電
設

工
業
工
事
管
理
第
一
部
グ

ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
）、車
田
裕

介
監
理
技
術
者（
車
田
電
気

工
業
専
務
取
締
役
）の
案
内

で
現
場
内
を
視
察
し
た
。

　

同
工
事
で
は
戸
田
・
佐
藤

工
業
特
定
Ｊ
Ｖ
が
入
札
時
に

「
Ｂ
Ｉ
Ｍ
を
活
用
し
た
Ｆ
Ｌ

（
Ｆ
ｒ
ｏ
ｎ
ｔ　

Ｌ
ｏ
ａ
ｄ

ｉ
ｎ
ｇ
）活
動
」を
提
案
。３

施
工
者
が
自
主
的
に
３
次
元

モ
デ
ル
を
用
い
て
各
設
計
図

上
の
不
整
合
等
の
課
題
を
把

握
・
解
決
し
て
、施
工
段
階
の

手
戻
り
を
防
ぎ
工
程
、品
質

上
の
リ
ス
ク
を
回
避
す
る
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

　

具
体
的
に
は
敷
地
や
既
存

建
物
を
３
次
元
デ
ー
タ
化

し
、各
設
計
図
に
基
づ
き
３

次
元
上
で
構
造
、内
装
仕
上

げ
、電
気
・
機
械
設
備
の
プ
レ

コ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
実

施
。課
題
を
一
覧
表
に
ま
と

め
、設
計
、施
工
者
や
発
注
者

等
よ
る
課
題
解
決
会
議
で
対

策
を
検
討
し
た
。ガ
ラ
リ
の

サ
イ
ズ
や
天
井
納
ま
り
の
不

整
合
、空
調
ダ
ク
ト
と
天
井

高
さ
、Ｒ
Ｃ
梁
貫
通
の
不
整

合
等
が
解
決
さ
れ
た
と
い

う
。課
題
を
一
覧
に
す
る
こ

と
で
、進
捗
状
況
が
共
有
さ

れ
る
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
も

あ
っ
た
。労
力
が
か
か
る
Ｂ

Ｉ
Ｍ
モ
デ
ル
の
作
成
作
業
は

外
注
し
、負
担
を
軽
減
し
た
。

　

当
協
会
は
９
月
29
日
～
10

月
２
日
の
４
日
間
、郡
山
市

の
県
南
電
気
工
事
協
同
組
合

で
今
年
度
１
級
電
気
工
事
施

工
管
理
技
術
検
定
試
験（
第

２
次
検
定
）受
験
準
備
講
習

会
を
開
催
す
る
。受
講
申
し

込
み
を
８
月
19
日
ま
で
受
け

付
け
る
。

　

１
級
電
気
工
事
施
工
管
理

技
士
試
験
対
策
と
し
て
毎
年

開
い
て
い
る
。専
門
知
識
と

経
験
を
必
要
と
す
る
電
気
工

事
業
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
を
育

成
す
る
社
会
的
役
割
を
果
た

す
観
点
か
ら
、員
外
企
業
の

技
術
者
の
参
加
も
募
り
、県

内
電
設
業
全
体
の
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
を
目
指
し
て
い
る
。

　

新
た
な
試
験
制
度
に
対
応

し
て
、昨
年
度
に
講
習
内
容

を
一
部
変
更
。
１
、
２
日
目

の
講
義（
午
前
９
時
～
午
後

５
時
）で
試
験
問
題
の
傾
向

と
対
策
等
を
学
習
後
、一
人

30
～
40
分
程
度
の
個
別
指
導

を
行
い
、受
講
者
そ
れ
ぞ
れ

の
弱
点
克
服
と
実
践
力
の
向

上
を
図
る
。個
別
指
導
は
10

月
１
日
か
２
日
の
い
ず
れ
か

に
時
間
を
指
定
し
て
行
う
。

講
師
は
鷲
眼
智
春
イ
ー
ハ
ー

ド
プ
ラ
ン
代
表
。今
年
度
の

第
２
次
検
定
試
験
は
10
月
16

日
に
行
わ
れ
る
。

　

受
講
料（
消
費
税
込
）は
会

員
１
万
５
０
０
０
円（
今
年

度
第
１
次
検
定
受
験
準
備
講

習
会
受
講
者
は
１
万
３
０
０

０
円
）、一
般
２
万
２
０
０
０

円
。テ
キ
ス
ト
は「
１
級
電
気

工
事
施
工
管
理
技
術
検
定
試

験　

過
去
問
題
集
２
０
２
０

年
版（
電
気
書
院
発
刊
）」を

使
用
。購
入
希
望
者
は
受
講

申
込
時
に
注
文
す
る（
送
料
・

事
務
手
数
料
込
み
４
１
３
０

円
）。

　

受
講
希
望
者
は
所
定
の
申

込
書
を
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
送
付
す

る
。テ
キ
ス
ト
を
自
身
で
準

備
す
る
参
加
者
に
限
り
、
８

月
末
ま
で
申
込
期
限
を
延
長

す
る
。

　

申
し
込
み
、問
い
合
わ
せ

は
協
会
事
務
局（
担
当
＝
野

内
・
金
田
氏
）☎
０
２
４（
５

３
３
）
６
２
２
６
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

（
５
３
３
）６
２
３
５
ま
で
。

　

白
河
支
部
の
今
年
度
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
支
援
事
業
が

６
月
６
日
～
10
日
に
行
わ

れ
、県
立
白
河
実
業
高
校
の

２
年
生
５
人
が
会
員
企
業
で

電
気
設
備
工
事
の
仕
事
を
体

験
し
た
。

　

車
田
電
気
工
業
と
東
陽
電

気
工
事
が
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
に
協
力
し
た
。生
徒
ら
は

現
場
実
習
な
ど
を
通
し
て
、

電
設
業
に
必
要
な
基
本
的
な

知
識
・
技
術
や
社
会
人
と
し

て
の
心
構
え
を
学
ん
だ
。

※
生
徒
の
感
想
文
を
２
回
に

分
け
て
掲
載

不整合などＢＩＭで解決
県立こころ医療Ｃ新築

会員技術者が大規模工事研修

１級電気工事 
施工管理技士

1919
日
ま
で
申
込
受
付

日
ま
で
申
込
受
付

２
次
検
定
の
準
備
講
習
９
月

日
か
ら


月
２
日
ま
で

白河実業高校

２
年
生
５
人
が
現
場
実
習

イ
ン
タ
ー
ン

シ

ッ

プ　

白
河
支
部
で
受
け
入
れ

‌

実
習
を
行
う
生
徒
ら�​

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
感
想
文

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
感
想
文

　私は、今回の産業現場実習で一人の見学者ではなく一
人の電気工事士だと思い取り組みました。その取り組み
の中で、今後の将来のために何をしなければならないの
か、目標を幾つか立てることが出来ました。
　その目標の中で一番重要な目標は資格取得です。現場
での話で「今、勉強している第2種電気工事士や第1種電
気工事士はスタート地点に過ぎない、何をするにも資格
が必要だ」と言っており、この高校生活で取れる資格を
取得して、社会に出たときに即戦力になれるように今の
うちに努力をしようと産業現場実習を通して思えました。
　また、今回の産業現場実習で電気工事士だけでなく、
電気に関わることに興味を今まで以上に持ちました。高
校だけでなく、大学でより詳しい内容を学びたいと思い
ました。今の自分の学力では難しいと思いますが、大学
進学を二つ目の目標として、目標達成のために頑張って
いきたいと思いました。
　今回の産業現場実習で数多くのことを学ぶことが出来
ました。電気工事士が普段何をしているのか、電気に関
する知識など興味を持つきっかけにもなりました。とて
も有意義な5日間となりました。車田電気工業株式会社様
におかれましては、お忙しい中、私に貴重な体験をさせ
て頂きありがとうございました。

　6月6日～10日、車田電気工業株式会社様で産業現場実習を
させて頂きました。
　産業現場実習で一番強く感じたことは、コミュニケーショ
ンの重要さです。初日に現場に行かせて頂いたとき、担当し
て頂いた方が「現場には、他にもたくさんの会社の方が作業
をしているから、その方たちとも良くコミュニケーションを
取りながら理想の建物に仕上げていくんだよ」とおっしゃっ
たことがとても心に響きました。確かに、他の現場を見学し
ていても、たくさんのコミュニケーションを取っていました。
このようにコミュニケーションを取ることによって、仕事に
対するやりがい、楽しさにつながると考えました。
　次に感じたことは、メリハリのつける早さです。次の準備
が早くできるように5分前に行動していました。現場へ行くの
によく車を使って移動していたので早く移動準備をしなくて
はいけません。誰一人、移動に遅れず、仕事に取りかかって
いる姿を見て私自身も見習っていきたいと感じました。
　最後にこの実習で大切だと感じたことは、同僚との信頼関
係です。今回の実習で信号を設置する時がありました。その
ときに互いが安全に気を付けながら一つ一つの作業を慎重に
行っていました。このように、コミュニケーションや信頼関
係が、やりがいのある仕事に繋がると感じました。このたび
は短い間でしたが、本当にありがとうございました。

電気への興味増す

円谷　琉葵

コミュニケーション重要

加藤　龍矢

現
場
研
修
会

県
立
白
河

実
業
高
①
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県
立
テ
ク
ノ
ア
カ
デ
ミ
ー

会
津（
喜
多
方
市
）は
、電
気

配
管
設
備
科
の
令
和
５
年
度

入
学
生
を
募
集
し
て
い
る
。

　

同
科
は
、建
築
設
備（
電
気

設
備
・
給
排
水
設
備
・
冷
凍
空

調
技
術
）に
つ
い
て
、
２
年

間
の
総
合
的
な
教
育
訓
練
を

行
い
、若
手
技
術
者
の
育
成

に
努
め
て
い
る
。

　

令
和
５
年
度
生
の
入
学
試

験
は
①
推
薦
＝
10
月
７
日

（
出
願
期
間
９
月
20
日
～
30

日
）②
一
般
＝
11
月
８
日（
同

10
月
24
日
～
11
月
１
日
）③

一
般
・
２
次
＝
12
月
16
日（
同

11
月
30
日
～
12
月
９
日
）。在

職
者（
企
業
派
遣
等
）の
受
験

は
一
般
入
学
試
験
か
ら
可

能
。

　

詳
細
は
同
校
☎
０
２
４
１

（
27
）
３
２
２
１
、
ホ
ー
ム

ペ

ー

ジhttp://www.
tc-aizu.ac.jp/

ま
で
。

新住所　〒963-8071　　　　　　　　　　　　　　　　
郡山市富久山町久保田字伊賀河原34 HDビル 伊賀河原2階

TEL（024）900-9002 FAX（024）900-9001
岩崎電気株式会社 http://www.iwasaki.co.jp

　

県
総
合
設
備
協

会（
大
槻
博
太
会

長
）は
７
月
13
日
、

今
年
度
安
全
大

会
・
技
術
研
修
会

を
福
島
市
の
当
協

会
会
議
室
と
参
加

企
業
を
つ
な
い
だ

オ
ン
ラ
イ
ン
形
式

で
開
い
た
。
当
協

会
と
県
空
調
衛
生

工
事
業
協
会
の
技

術
者
ら
１
１
９
人
が
参
加

し
、安
全
の
重
要
性
を
再
認

識
し
た
ほ
か
、県
の
工
事
検

査
方
針
や
建
設
キ
ャ
リ
ア

ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム（
Ｃ
Ｃ
Ｕ

Ｓ
）、Ｂ
Ｉ
Ｍ
、工
事
情
報
共

有
シ
ス
テ
ム（
Ａ
Ｓ
Ｐ
）に
関

す
る
施
策
の
方
向
性
を
研
修

し
た
。

　

先
崎
良
博
県
空
衛
協
副
会

長
が「
県
内
建
設
業
の
労
働

災
害
発
生
件
数
は
高
止
ま
り

し
て
い
る
。大
会
を
機
に
安

全
意
識
を
定
着
さ
せ
て
ほ
し

い
」と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

安
全
大
会
で
は
、千
葉
光

平
福
島
労
働
局
労
働
基
準
部

健
康
安
全
課
安
全
衛
生
係
長

が「
建
設
業
に
お
け
る
労
働

安
全
衛
生
対
策
」を
テ
ー
マ

に
講
話
。労
働
災
害
が
全
産

業
で
増
加
傾
向
に
あ
る
と
し

た
上
で
、建
設
業
の
労
災
の

２
割
以
上
を
占
め
る
墜
落
・

転
落
防
止
対
策
と
し
て
、
は

し
ご
や
脚
立
の
適
切
な
使

用
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
や
墜
落
制

止
用
器
具
の
着
用
徹
底
を
呼

び
掛
け
た
。改
正
石
綿
障
害

予
防
規
則
や
、令
和
５
年
４

月
に
義
務
化
さ
れ
る
一
人
親

方
等
保
護
措
置
の
内
容
を
解

説
。安
全
衛
生
優
良
企
業
公

表
制
度
の
活
用
を
求
め
た
。

　

金
間
浩
之
文
化
設
備
工
業

工
事
部
長
が
安
全
宣
言
を
行

い
、令
和
４
年
度
全
国
安
全

週
間
ス
ロ
ー
ガ
ン「
安
全
は

急
が
ず
焦
ら
ず
怠
ら
ず
」を

唱
和
し
た
。

　

技
術
研
修
会
で
は
、遠
藤

英
典
県
出
納
局
工
事
検
査
課

主
幹
兼
専
門
工
事
検
査
員
が

令
和
３
年
度
工
事
検
査
結
果

を
説
明
し
た
。竣
工
検
査
件

数
は
災
害
復
旧
工
事
等
の
影

響
も
あ
り
全
体
で
は
増
加
し

て
い
る
が
、建
築
・
設
備
工
事

は
令
和
３
年
度
２
９
７
件
と

前
年
度
比
61
件
減
少
。請
負

額
も
２
１
５
億
円
と
45
億
円

減
っ
た
。電
気
設
備（
対
象
１

０
３
件
）の
工
事
成
績
平
均

は
82
・
２
点
。

　

不
適
合
工
事
は
１
件（
コ

ン
ク
リ
ー
ト
構
造
物
工
事
）

で
３
年
連
続
の
減
少
。遠
藤

主
幹
は「
不
適
合
工
事
に
は

中
間
検
査
が
有
効
。品
質
確

保
に
も
つ
な
が
る
」と
遠
隔

臨
場
検
査
と
と
も
に
活
用
を

求
め
た
。新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
と
し
て
検

査
時
間
の
短
縮
に
も
協
力
を

要
請
。検
査
事
例
等
を
情
報

提
供
し
注
意
を
促
し
た
。

等
を
盛
り
込
ん
だ
Ｂ
Ｉ
Ｍ
の

活
用
方
針
、ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
、

手
引
き
を
今
年
度
改
定
す
る

予
定
だ
と
紹
介
。「
県
土
木
部

も
今
後
、国
が
示
す
方
針
に

準
じ
て
建
築
関
係
事
業
の
Ｂ

Ｉ
Ｍ
活
用
方
針
を
作
成
し
た

い
」と
設
計
、工
事
、維
持
管

理
で
Ｂ
Ｉ
Ｍ
の
取
り
組
み
を

進
め
る
方
向
性
を
話
す
一
方

で
、費
用
負
担
や
地
元
企
業

へ
の
普
及
、人
材
確
保
等
の

課
題
が
あ
り
、実
際
に
現
場

に
導
入
さ
れ
る
に
は
時
間
を

要
す
る
と
の
見
方
を
示
し

た
。そ
の
上
で「
Ｂ
Ｉ
Ｍ
を
提

案
、活
用
し
た
い
受
注
者
は

監
督
員
と
協
議
し
て
ほ
し

い
」と
呼
び
掛
け
た
。

　

Ａ
Ｓ
Ｐ
に
つ
い
て
は「
業

務
の
効
率
化
が
目
的
。シ
ス

テ
ム
を
活
用
す
る
、
し
な
い

の
二
択
で
は
な
く
、使
い
や

す
い
と
こ
ろ
か
ら
導
入
し
て

ほ
し
い
」と
訴
え
た
。建
築
関

係
工
事
の
令
和
３
年
度
シ
ス

テ
ム
利
用
実
績
は
21
件
、利

用
率
約
11
％
。利
用
拡
大
に

向
け
、今
年
度
に
シ
ス
テ
ム

活
用
指
定
工
事
を
発
注
す

る
。

　

同
部
は
こ
の
ほ
か
、週
休

２
日
確
保
工
事
８
５
０
件
の

実
施
、遠
隔
臨
場
は
２
８
０

現
場
で
の
活
用
を
今
年
度
の

目
標
に
設
定
し
て
い
る
。

　

紺
野
厚
県
土
木
部
技
術
管

理
課
主
任
電
気
技
師
は「
建

築
関
係
工
事
に
お
け
る
働
き

方
改
革
の
取
り
組
み
」と
題

し
、Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
や
Ｂ
Ｉ
Ｍ
の

活
用
方
針
を
説
明
し
た
。同

部
は
今
年
度
か
ら
全
発
注
工

事
と
受
託
営
繕
工
事（
災
害

復
旧
、工
期
30
日
以
下
等
除

く
）を
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
活
用
工
事

の
対
象
と
し
た
。発
注
方
式

は
推
奨
工
事（
受
注
者
希
望

型
）と
義
務
化
工
事（
発
注
者

指
定
型
）で
、義
務
化
工
事
は

今
年
度
13
件
発
注
予
定
。方

式
は
建
築
関
係
工
事
特
記
仕

様
書
で
確
認
で
き
る
。カ
ー

ド
リ
ー
ダ
ー
購
入
費（
新
規

購
入
分
）、
現
場
利
用
料

（
カ
ー
ド
タ
ッ
チ
料
）は
県
が

負
担
。各
登
録
基
準
を
達
成

す
る
と
工
事
成
績
評
定
で
加

点
、義
務
化
工
事
は
未
達
成

で
減
点
さ
れ
る
。

　

Ｂ
Ｉ
Ｍ
に
つ
い
て
、紺
野

技
師
は
３
次
元
モ
デ
ル
を
導

入
・
活
用
す
る
有
効
性
と
し

て
、①
迅
速
な
合
意
形
成
②

干
渉
、収
ま
り
の
確
認
が
容

易
で
作
業
の
効
率
化
、設
計

内
容
の
精
度
向
上
が
期
待
で

き
る
③
改
修
検
討
が
容
易
―

を
挙
げ
、国
が
最
新
の
知
見

▽
出
身
地
／
福
島
県

▽
誕
生
年
／
１
９
７
７
年

▽
趣
味
／
ス
ポ
ー
ツ
観
戦

▽
座
右
の
銘
／
継
続
は
力
な

り

▽
抱
負
／
今
年
６
月
よ
り
、

前
社
長
で
あ
る
父
の
後
を
引

き
継
ぎ
、
３
代
目
の
代
表
取

締
役
社
長
に
就
任
致
し
ま
し

た
。

　

今
後
は
、
お
客
様
か
ら
の

ご
要
望
に
対
し
、親
切
丁
寧

に
、
そ
し
て
最
新
の
知
識
と

高
い
技
術
力
を
習
得
・
提
供

で
き
る
よ
う
業
務
の
幅
を
広

げ
、
こ
の
時
代
に
生
き
残
れ

る
企
業
に
成
長
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。感
謝
の
気

持
ち
を
持
ち
、
お
客
様
に
信

頼
さ
れ
、地
域
社
会
に
貢
献

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。今
後
と
も
ご
支
援

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

㈱
ジ
ェ
イ
・
ケ
イ
・

リ
ア
ル
タ
イ
ム

　
　
代
表
取
締
役
社
長

木
田　
　

俊

▽
出
身
地
／
福
島
県

▽
誕
生
年
／
１
９
６
３
年

▽
抱
負
／
今
年
６
月
に
代
表

取
締
役
社
長
に
就
任
致
し
ま

し
た
。当
社
は
平
成
24
年
４

月
に
電
気
設
備
業
を
営
む
常

興
電
機
㈱
と
㈱
ジ
ェ
イ
・
ケ

イ
・
ハ
ウ
ス（
建
築
業
）、㈱
リ

ア
ル
タ
イ
ム（
警
備
業
）の
３

社
合
併
に
よ
り
誕
生
し
ま
し

た
。

　

私
は
主
に
建
築
業
界
を
歩

ん
で
ま
い
り
ま
し
た
が
、
お

客
様
に
喜
び
と
安
全
・
安
心

を
お
届
け
す
る
こ
と
に
お
い

て
は
何
ら
変
わ
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。現
在
、世
の
中

は
、物
価
高
騰
や
感
染
症
な

ど
の
影
響
に
よ
り
厳
し
い
経

営
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
こ
の
変
容
す
る
社
会

に
お
い
て
も
お
客
様
の
求
め

る
価
値
観
を
見
極
め
、寄
り

添
い
、
お
客
様
か
ら
選
ば
れ

続
け
る
信
頼
の
ブ
ラ
ン
ド
と

し
て
の
企
業
を
目
指
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

旭
電
設
工
業
㈱

　
　
代
表
取
締
役

八
巻　

裕
真

代
表
者
変
更

協会のうごき協会のうごき
【６月】
　1日 •建災防県支部第85回役員会、第58回通常総会

（県建設センター）
•第38回福島県建築文化賞に係る合同会議（県

庁）
　5日 •星北斗氏総決起大会（郡山ビューアネックス）
　6日 •第11回親善ゴルフ大会（ボナリ高原ゴルフク

ラブ）※雨天のため中止
　13日 •福島支部例会（協会）
　15日 •東北地方整備局意見交換会Web会議（協会）
　16日 •星北斗氏「福島市・伊達地方総決起大会」（エ

ルティ）
　18日 •第26回参議院議員選挙「選挙対策会議」（エ

ルティ）
　21日 •会津支部例会（迎賓館）
　24日 •白河支部例会（茅の器）

【７月】
　1日 •星北斗氏選挙対策会議（星北斗事務所）
　4日 •第1回建産連参与会（杉妻会館）
　6日 •足立としゆき氏演説会（エルティ）
　7日 •福島支部例会（協会）
　13日 •安全大会・技術研修会（オンライン配信）

•福島支部例会（協会）
　14日 •会計事務所監査、副会長監査（協会）
　21日 •会津支部コンペ（ボナリ高原ゴルフクラブ）

•会津支部暑気払い（和風ダイニング輪）
　25～
　　27日

•郡山支部研修旅行（北海道視察）

　28日 •建災防労働災害防止大会（エルティ）
　29日 •福島駅東西エリア一体化推進協議会総会（コ

ラッセふくしま）

ＣＣＵＳ、ＢＩＭ

県
の
施
策
方
向
性
学
ぶ

労
災
対
策
、検
査
ポ
イ
ン
ト
も

労
災
対
策
、検
査
ポ
イ
ン
ト
も

テ
ク
ノ
ア
カ
デ
ミ
ー 

会
津
・
電
気
配
管
科

入
学
生
を
募
集

安全大会・技術研修会

‌

講
義
す
る（
上
か
ら
）千
葉
係
長
、遠
藤
主
幹
、紺
野
技
師�​

―賛助会員募集－
　（一社）福島県電設業協会は、顧客に高性能・高品質・

高効率な設備のトータルシステムを適正価格で提供する

ことで新しいニーズを掘り起こします。

【賛助会員の特典】
　　・機関紙をはじめ各種広報資料をお送りします

　　・毎年発行する「会員名簿」に社名を記載します

　　・名刺等の肩書きに賛助会員の表示ができます

※詳しくはホームページをご覧ください

TEL 024－534－7456お問い合わせは

購読会員無料ID発行中

ご活用ください、本紙Web

  ■購読会員ページの項目
□購読会員ニュース（速報版）□入札公告情報□完工高ランク
□建設予算□建設関係資料□発注見通し□住宅関係資料



（ 4）第 230号 令和 4 年 8 月 10日

　

福
島
県
民
と
な
っ
て
か
ら

早
３
年
が
過
ぎ
、
よ
う
や
く

言
葉
に
違
和
感
が
な
く
な
っ

て
き
た
今
日
こ
の
頃
。津
軽

弁
で
育
っ
た
私
に
は
、別
世

界
で
し
た（
笑
）。義
実
家
は

会
津
に
あ
り
、言
葉
の
難
易

度
が
更
に
ア
ッ
プ
！
２
割
し

か
わ
か
ら
な
か
っ
た
会
話

が
、今
で
は
８
割
方
わ
か
る

よ
う
に
な
り
、日
々
成
長
し

て
い
る
自
分
を
感
じ
て
い
ま

す
。

　

友
人
と
の
何
気
な
い
会
話

の
中
で
つ
い
出
て
し
ま
う

「
大
丈
夫
だ
び
ょ
ん（
大
丈
夫

だ
と
思
う
よ
）」「
そ
れ
だ
ば
、

ま
ね
よ
ね（
そ
れ
は
ダ
メ
だ

よ
ね
）」
と
い
う
津
軽
弁
に

「
だ
び
ょ
ん
っ
て
何
？
ま

ね
っ
て
何
？
」
と
爆
笑
さ
れ

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

喜
多
方
の
朝
ラ
ー
を
初
め

て
体
験
し
、
そ
の
美
味
し
さ

に
味
を
占
め
、
ま
た
、
柳
津

の
赤
べ
こ
の
可
愛
さ
に
は
ま

り
、時
間
を
見
つ
け
て
は
朝

ラ
ー
や
赤
べ
こ
フ
ァ
ミ
リ
ー

と
の
記
念
撮
影
を
楽
し
ん
で

い
ま
す
。

　

孫
の「
や
な
ぎ
ま
る
」が
誕

生
し
た
の
は
ご
存
じ
で
す

か
？
知
ら
な
か
っ
た
と
い
う

方
は
ぜ
ひ
会
い
に
い
か
れ
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

き
っ
と
、癒
さ
れ
る
と
思
い

ま
す（
事
務
局
・
金
田
智
子
）。

　

最
近
、夜
な
夜
な
世
界
陸

上
を
視
聴
し
て
い
ま
す
。人

間
模
様
や
努
力
し
て
き
た
過

程
も
一
緒
に
放
送
さ
れ
る
こ

と
が
あ
り
、胸
が
熱
く
な
り

な
が
ら
応
援
し
て
い
ま
す
。

や
は
り
楽
し
く
や
っ
て
い
る

姿
は
見
て
い
る
方
も
楽
し
く

な
り
、
結
果
が
出
れ
ば
、
さ

ら
に
面
白
く
拝
見
し
て
い
ま

す
。

　

少
し
偏
見
に
な
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、最
近
で
は
日

本
人
選
手
が
海
外
の
選
手
と

対
等
に
戦
っ
て
い
る
様
子
を

目
の
当
た
り
に
し
、本
当
に

す
ご
い
な
と
感
じ
て
い
ま

す
。仕
事
も
、限
度
を
作
る
こ

と
な
く
、世
界
と
戦
え
る
よ

う
な
職
人
に
育
て
て
い
き
た

い
な
と
思
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　

や
は
り
仕
事
も
楽
し
く
向

き
合
っ
て
い
る
職
人
さ
ん

は
、後
輩
に
教
え
る
こ
と
も

上
手
で
、勉
強
し
続
け
自
身

と
常
に
向
き
合
っ
て
い
る
印

象
を
受
け
ま
す
。最
近
で
は
、

当
社
の
特
色
を
生
か
し
て
研

修
棟
で
人
材
育
成
の
た
め
の

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
作
成
し
受

け
入
れ
て
い
ま
す
。一
緒
に

楽
し
み
な
が
ら
、将
来
の
地

域
を
支
え
る
人
材
を
育
て
て

い
き
ま
す
。詳
し
く
は
、当
社

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
を
ご
覧
く

だ
さ
い（
東
陽
電
気
工
事
㈱
・

石
川
格
子
）。

　

今
年
も
暑
い
夏
が
や
っ
て

参
り
ま
し
た
。連
日
30
度
を

超
え
る
真
夏
日
が
続
い
て
い

ま
す
。新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
か
ら

３
度
目
の
今
年
の
夏
も
、作

業
現
場
で
は
厳
し
い
暑
さ
の

中
、熱
中
症
対
策
と
感
染
症

対
策
に
苦
慮
さ
れ
て
い
る
こ

と
と
思
い
ま
す
。皆
様
ご
承

知
と
思
い
ま
す
が
、熱
中
症

対
策
に
つ
い
て
改
め
て
書
か

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

建
設
現
場
は
、炎
天
下
の

高
温
多
湿
で
作
業
す
る
こ
と

が
避
け
ら
れ
ま
せ
ん
。熱
中

症
の
労
働
災
害
を
防
ぐ
に
は

事
前
に
作
業
者
へ
の
熱
中
症

対
策
の
指
導
、作
業
環
境
の

確
認（
暑
さ
指
数
等
）、作
業

者
の
健
康
状
態
確
認（
体
調
・

熱
へ
の
順
化
期
間
等
）を
行

い
、
ク
ー
ラ
ー
な
ど
を
設
置

し
た
休
憩
所
等
を
確
保
。水

分（
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
等
）

と
塩
分（
塩
ア
メ
等
）を
常
に

補
給
で
き
る
よ
う
準
備
し
、

冷
た
い
お
し
ぼ
り
や
フ
ァ
ン

付
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
な
ど
で
体
を

適
度
に
冷
や
す
な
ど
作
業
環

境
を
整
え
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　

一
人
で
作
業
を
さ
せ
ず
、

常
に
作
業
中
の
体
調
管
理
が

把
握
で
き
る
よ
う
管
理
者
ま

た
は
作
業
員
を
配
置
し
、万

が
一
症
状
が
現
れ
た
場
合
の

対
策
を
作
業
員
へ
指
導
し
て

お
く
こ
と
で
、重
大
労
働
災

害
が
防
げ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん（
㈱
佐
藤
電
気
商
会
・
佐
藤

卓
立
）。

　

世
界
的
コ
ロ
ナ
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
か
ら
早
４
年
目
を
迎

え
よ
う
と
し
て
い
る
が
、敵

（
コ
ロ
ナ
）は
姿
や
形
を
変
え

て
、人
類
を
あ
ざ
笑
う
か
の

よ
う
に
野
放
し
状
態
だ
。不

思
議
な
の
は
新
た
な
感
染
の

波
が
始
ま
る
と
、日
本
各
地

の
感
染
状
況
が
一
斉
に
広
ま

る
。ど
う
に
も
理
解
で
き
な

く
て
な
ら
な
い
。幸
い
重
症

化
率
は
低
く
、今
の
と
こ
ろ

行
動
規
制
や
飲
食
店
の
開
業

規
制
は
避
け
ら
れ
て
お
り
、

友
人
ら
と
共
に
行
動
自
粛
を

最
低
限
に
抑
え
、日
常
を
取

り
戻
す
こ
と
に
し
て
い
る
。

　

こ
こ
数
年
の
世
界
情
況

は
、
コ
ロ
ナ
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

か
ら
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
況
そ
し

て
自
然
災
害
、不
可
思
議
な

犯
罪（
安
倍
元
首
相
の
殺
害
）

な
ど
信
じ
ら
れ
な
い
こ
と
の

連
続
で
、
ま
さ
し
く
ギ
リ

シ
ャ
神
話
に
出
て
く
る
神
々

の「
パ
ン
ド
ラ
の
箱
」が
開
け

ら
れ
た
状
況
だ
。

　

今
後
、人
と
し
て
ど
の
よ

う
に
生
き
て
い
く
の
か
。感

染
を
恐
れ
ず
立
ち
向
か
っ
て

い
く
生
き
方
の
選
択
肢
を
真

剣
に
受
け
止
め
、「
Ｗ
ｉ
ｔ
ｈ

コ
ロ
ナ
」を
目
指
し
、免
疫
力

向
上
を
高
め
健
康
第
一
の
生

活
習
慣
を
し
た
い
と
考
え
ま

す
。パ
ン
ド
ラ
の
箱
に
は
最

後
に「
希
望
」が
残
っ
て
い
た

そ
う
で
す
。私
た
ち
も
希
望

を
忘
れ
ず
闘
い
、打
ち
勝
つ

覚
悟
で
す
ね
。自
粛
は
ご
め

ん
だ
。合
掌（
三
浦
電
気
工
事

㈱
・
三
浦
光
博
）。

　

５
月
に
野
地
温
泉
ホ
テ
ル

と
ボ
ナ
リ
高
原
ゴ
ル
フ
ク
ラ

ブ
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。元

請
さ
ん
の
お
誘
い
で
の
企
画

で
し
た
が
、野
地
温
泉
は
初

め
て
で
、土
湯
温
泉
が
あ
る

の
に
、
そ
ん
な
に
い
い
と
こ

ろ
な
の
か
と
半
信
半
疑
で
し

た
。

　

土
湯
街
道
を
登
り
さ
ら
に

山
道
に
入
っ
て
行
き
、安
達

太
良
連
峰
を
見
な
が
ら
進
ん

で
い
く
と
、所
々
に
雪
が
あ

り
ま
し
た
。

　

待
ち
合
わ
せ
時
間
に
全
員

が
揃
い
早
速
お
風
呂
に
。こ

の
ホ
テ
ル
に
は
６
カ
所
の
お

風
呂
が
あ
り
ま
し
た
が
、男

性
が
入
れ
る
の
は
４
カ
所
で

し
た
。

　

内
湯
、露
天
、温
度
の
違
う

３
段
湯
が
あ
り
乳
白
色
の
硫

黄
泉
で
、
い
つ
も
烏
の
行
水

の
私
で
も
長
く
浸
か
っ
て
い

ら
れ
る
お
湯
で
最
高
で
し

た
。時
間
帯
で
入
れ
る
風
呂

が
変
わ
り
ま
し
た
が
、
４
カ

所
制
覇
で
き
ま
し
た
。食
事

も
お
い
し
か
っ
た
で
す
。

　

疲
れ
を
い
や
し
た
次
の

日
、
ボ
ナ
リ
高
原
で
の
ラ
ウ

ン
ド
で
し
た
。お
天
気
も
良

く
キ
ャ
デ
イ
付
き
で
ス
タ
ー

ト
。前
半
47
で
回
っ
た
も
の

の
後
半
56
点
と
大
叩
き
し
て

し
ま
い
ま
し
た
。あ
そ
こ
の

ロ
ン
グ
は
谷
越
え
、長
い
、狭

い
と
難
関
で
し
た
。

　

次
回
は
ラ
ウ
ン
ド
後
、温

泉
に
入
れ
る
よ
う
計
画
し
ま

す（
光
洋
電
設
㈱
・
荒
明
）。

　

今
回
の
原
稿
を
書
く
に
当

た
り
、何
か
良
い
事
で
も
な

い
か
と
思
っ
て
い
た
と
こ

ろ
、
安
倍
晋
三
元
総
理
の

ニ
ュ
ー
ス
が
ラ
ジ
オ
か
ら
流

れ
て
き
ま
し
た
。あ
ま
り
に

突
然
の
こ
と
に
、
す
ぐ
に
は

信
じ
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

私
が
実
際
の
安
倍
元
総
理

に
会
っ
た
の
は
、今
か
ら
15

年
ぐ
ら
い
前
に
安
倍
さ
ん
が

会
津
若
松
に
遊
説
に
来
た
時

の
こ
と
で
す
。ま
ず
第
一
声

に
戊
辰
戦
争
の
時
、私
の
先

輩
た
ち
が
会
津
の
人
た
ち
に

ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
た
と
頭

を
下
げ
た
の
で
す
。そ
の
時

改
め
て
長
州（
現
山
口
県
）出

身
の
国
会
議
員
だ
と
認
識
し

ま
し
た
。私
は
会
津
の
出
身

と
い
っ
て
も
南
会
津
郡
な
の

で
、若
松
の
方
々
に
比
べ
れ

ば
さ
ほ
ど
の
思
い
は
無
か
っ

た
の
で
す
が
、
そ
れ
で
も
あ

の
演
説
は
強
く
頭
に
残
っ
て

い
ま
す
。

　

現
在
、
ロ
シ
ア
と
ウ
ク
ラ

イ
ナ
が
兄
弟
の
よ
う
な
関
係

だ
っ
た
の
に
戦
争
を
し
て
い

ま
す
。日
本
も
１
５
０
年
前

に
は
国
内
で
争
っ
て
い
ま
し

た
。コ
ロ
ナ
と
の
争
い
も
終

結
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

参
議
院
選
挙
も
終
わ
り
、

与
党
の
圧
勝
で
し
た
が
安
倍

元
総
理
の
遺
志
を
継
い
で
頑

張
っ
て
も
ら
い
た
い
も
の
で

す
。
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
、
ア
ベ

ノ
マ
ス
ク
、
い
ろ
い
ろ
あ
り

ま
し
た
が
大
政
治
家
で
し

た
。
合
掌（
㈱
和
泉
電
機
・
芳

賀
博
一
）。

会

員

の

声

会

員

の

声

　
　
　
　
　 相

双

支

部

相

双

支

部

白

河

支

部

白

河

支

部

福

島

支

部

福

島

支

部

　

こ
れ
を
書
い
て
い
る
と
き

は
安
全
週
間
と
い
う
こ
と
も

あ
っ
て
、
熱
中
症
の
対
策

グ
ッ
ズ
の
整
備
や
対
面
で
の

顔
色
の
チ
ェ
ッ
ク
な
ど
を
、

基
本
に
返
っ
て
行
っ
て
い
ま

す
。私
は
太
っ
て
い
る
の
で
、

一
般
的
な
方
よ
り
も
暑
さ
に

弱
い
実
感
が
あ
り
ま
す
。同

じ
こ
と
は
年
配
者
の
方
、子

供
に
も
言
え
る
よ
う
で
す
。

　

そ
も
そ
も
熱
中
症
と
は
、

ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
で

し
ょ
う
。高
温
、高
湿
度
の
環

境
下
で
活
動
す
る
こ
と
で
、

大
量
の
発
汗
が
続
き
、体
の

ミ
ネ
ラ
ル
を
奪
わ
れ
ま
す
。

そ
の
結
果
、頭
痛
や
け
い
れ

ん
が
起
き
、重
症
化
す
る
と

意
識
障
害
が
起
き
て
し
ま
い

ま
す
。
42
度
以
上
の
高
体
温

に
な
る
と
体
の
た
ん
ぱ
く
質

が
固
ま
っ
て
し
ま
い
、元
に

は
戻
ら
な
い
そ
う
で
す
。こ

れ
は
ゆ
で
卵
と
同
じ
だ
そ
う

で
、
こ
う
な
っ
て
し
ま
う
と

命
の
危
険
が
あ
り
ま
す
。

　

建
設
業
で
は
完
璧
に
涼
し

い
場
所
を
準
備
す
る
こ
と
は

難
し
い
で
す
。扇
風
機
を
置

い
て
風
通
し
を
良
く
し
た

り
、給
水
場
所
を
設
け
る
な

ど
、少
し
で
も
熱
中
症
の
危

険
が
起
き
な
い
よ
う
配
慮
し

て
、
リ
ス
ク
が
回
避
で
き
る

よ
う
に
し
て
い
き
た
い
で
す

（
高
柳
電
設
工
業
㈱
・
土
谷

悟
）。
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